
DP5
多様な文化背景を理解し、様々な
人々と協働して行動することが
できる。

DP7
日本語教育に関する知識と技能を
持ち、実践現場への応用ができる。

DP6
日本語に関する専門的な知識と行動
力を持ち、実社会において的確かつ
明快な言語運用ができる。

DP8
日本文学の学びを通して得た知識、
人間洞察力を活かして、社会活動
に貢献できる。

コ ー　ス　専　門　科　目 コ ー　ス　共　通　科　目

DP1
日本の言語文化についての深い
理解を持ち、次の世代に継承
できる。

DP2
日本の言語文化への学びを通し
て、論理的で柔軟な思考力を獲得
し、明確に表現することができる。

3 年

4 年

2年

1年

言語コース　Ⅱ群科目 文学コース　Ⅱ群科目
日本語学 日本語教育 古典 近現代

基
　
礎
　
科
　
目

共　通　科　目

Ⅰ　群　科　目

DP3
すべての社会活動の基盤となるす
ぐれた日本語運用能力を身につけ、
それを社会生活において活用し、
貢献することができる。

実践的文章論
（編集の基礎）

書道実習Ⅰ

文章トレーニング各論
（ビジネス文章）

メディア論

日本文学史 A 日本文学史 B 日本文学史 C 日本文学史D 文学から入る古典

言語学 古典文法 現代語文法 IT 日本語学 日本語教育入門 異文化間コミュニケーション

基礎演習

日本語学入門 A・B

日本文学入門 A・B
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ト

中国文学Ⅱ（中国 A）

日本文学Ⅱ（古典 A）

日本文学Ⅱ（古典 B1・2）

日本文学Ⅱ（古典 C1・2）

日本文学Ⅱ（古典D1・2）

日本文学Ⅱ（近代 A）

日本文学Ⅱ（児童 A）

中国文学Ⅰ

日本文学Ⅰ（古典 A1・2）

日本文学Ⅰ（古典 B）

日本文学Ⅰ（古典 C1・2）

日本文学Ⅰ（古典D1・2）

日本文学Ⅰ（近代 A）

日本文学Ⅰ（近代 C）

日本文学Ⅰ（児童 A）

日本語学Ⅰ（ことばと社会）

日本語学Ⅰ（音声と音韻）

日本語学Ⅰ（日本語学研究とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）

日本語学Ⅰ（ﾊﾟｿｺﾝ日本語学入門）

日本語教育Ⅰ（第二言語習得論）

日本語教育Ⅰ（外国語教授法）

日本語教育Ⅰ（社会言語学）

日本語教育Ⅰ（会話ﾃﾞｰﾀ分析）

日本語教育Ⅰ（日本語文法論）

日本語学Ⅱ（現代の語彙・表記）

日本語学Ⅱ（調査研究）

日本語学Ⅱ（文法・実例研究）

日本語教育Ⅱ（日本語指導実践 (1)(2)）

日本語教育Ⅱ（日本社会と日本語教育）

日本語教育Ⅱ（多文化教育・バイリンガリズム）

日本語教育Ⅱ（コースデザインと評価）

日本語教育Ⅱ（作文・読解とその指導）

日本語教育Ⅱ（聴解・会話とその指導）

日本語教育Ⅱ（音声と音声指導）

日本語教育Ⅱ（対照言語（日英））

有職故実

日本民俗学

日本思想史

書誌学

歌ことば歌ごころ

古典と昔語り

日本の演劇

世界の中の日本文学 A

世界の中の日本文学 B

サブカルチャー論 A

サブカルチャー論 B

現代文化論

史料解読

比較文化

Examining Japanese Culture
Old and New

実践的文章論
（入門編）

創作 A
（エッセイ・シナリオ）

創作 B
（俳句・短歌）

書道実習Ⅱ

書道実習Ⅲ

書道実習Ⅳ

書道実習Ⅴ

国語科教育法 A

国語科教育法 B

日本の書芸

書道史

スピーチトレーニング各論
（朗読）

スピーチトレーニング各論
（プレゼンテーション）

スピーチコミュニケーション
基礎

硬筆書道

コンピュータ基礎 A
ICT 機器の操作

キャリア支援

ボストン 15週プログラム

中国文学入門

DP4
日本の言語文化を学ぶ過程での錬磨
を通じて、自らの課題を見出し、適
切な目標を掲げ、遂行することがで
きる。

文化論 出版・編集・創作 教職関連

演習Ⅰ

演習Ⅱ 演習Ⅱ

演習Ⅲ演習Ⅲ

卒　業　論　文 卒　業　論　文

日本語日本文学科　カリキュラムツリー

日本語学Ⅱ（世界の中の日本語）

日本語学Ⅰ（文学作品の語法）

日本文学Ⅱ（近代 B）

日本文学Ⅱ（近代 C）

日本文学Ⅱ（児童 B）

日本文学Ⅰ（児童 B）

日本文学Ⅰ（近代 B）

中国文学Ⅱ（中国 B）

コンピュータ基礎 B

図書館概論

図書館サービス概論


